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                             ＭＳＤＳ：Ｂ０１９６６５－０1－０６ 

                               作成 2003年12月01日 

                                                            改正 2016年03月01日 

製品安全データシート製品安全データシート製品安全データシート製品安全データシート    
 

 

１．製品及び会社情報 

  製品名 ：インクカートリッジ（Ｌｃ） 

       Ｂ０１９６６５－０１ 

    用途    ：ＭＹＴＩＳ－１用インク 

  会社名 ：ノーリツプレシジョン株式会社 

  住所  ：和歌山県和歌山市梅原579-1 

  担当部門：品質保証課     

  連絡先 ：電話番号（073-456-3969） ＦＡＸ番号（073-456-3991） 

       E-mail（msds@nkc.noritsu.co.jp） 

 

２．組成、成分情報 

  単一製品・混合物の区別：混合物 

  化学名        ：水不溶性染料の水性分散体 

  成分及び含有量    ：色材、多価アルコール、界面活性剤、水 

  危険有害性の原因成分 ：「ＭＳＤＳの危険有害性分類基準」に該当する危険有害な成分はない 

  官報公示整理番号   ：成分に関し化審法番号有り 

  ＣＡＳ番号      ：成分に関しＣＡＳ番号有り 

  化学特性       ：特になし 

 

３．危険有害性の要約 

  危険有害性の分類   ：ＭＳＤＳ作成における危険有害性の分類基準に該当しない。 

  最も重要な危険有害性 ：誤飲、皮膚への付着、目に入らないようび注意する。 

              また、河川、土壌等の環境中へ排出したりしないように注意する。 

  特定の危険有害性   ：加熱すると（特に100℃以上に加熱する場合）、多価アルコールが蒸気

やミストが発生し目や喉に刺激を生じることがあるため、局所排気装

置または全体換気装置等を稼動させ、換気の良い状態で作業を行い、

蒸気やミストを吸入したりしないように注意する。 

   

４．応急措置 

  目に入った場合    ：直ちに流水で15分以上洗眼した後、医師の手当を受ける。 

  皮膚に付着した場合  ：汚染された衣服や靴等の汚れを落した後、付着部又は接触部を石鹸を

用いて洗浄し、よく洗い流す。必要があれば医師の手当を受ける。 

吸入した場合     ：新鮮な空気のある場所に移動させ、必要があれば人口呼吸を行い、医 

師の手当を受ける。 

  飲み込んだ場合    ：可能であれば吐き出させて水で口の中をよく洗浄し、直ちに医師の手 

当を受ける。 

 

５．火災時の措置 

  消火方法       ：リキッド品のため水分が蒸発してしまうまで直接の着火はないが、固 

形化後の燃焼については、消火剤又は多量の水を用いて消火する。 

消火作業の際には必ず保護具を着用し、風上で作業をする。 

  消火剤        ：水、泡、二酸化炭素、粉末など 
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６．漏出時の措置 

  人体に対する注意事項 ：作業者は漏出した液が皮膚に付着したり、誤飲、目に入ったりしない 

ように保護マスク、保護眼鏡、保護手袋、ゴム靴等の保護具を着用す

る。 

  環境に対する注意事項 ：濃厚な廃液が河川等に排出されないように適切な処理を行う。 

除去方法       ：漏出液を密閉可能な空容器にできるかぎり回収する。 

残留液は布、乾燥砂、珪藻土などに吸着させて回収またはふき取り、

そのあとは多量の水を用いて洗い流す。 

回収した廃棄上の注意に従って廃棄する。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

  取扱い：技術的対策及び：容器の破損に注意し、誤飲、皮膚への付着、目に入らないように保護 

注意事項        マスク、手袋、保護眼鏡、保護手袋、ゴム靴等の保護具を着用する。 

        加熱する時は、蒸気やミストを吸収しないよう局所排気装置、全体換

気装置等を備えた換気の良い場所で行い、必要があれば保護マスク、

保護眼鏡を着用する。 

      安全取扱注意 ：酸化剤、還元剤、過酸化物、強酸、強アルカリ等との接触を避ける。 

      事項   

 

  保管 ：技術的対策  ：製品の入った容器が転倒などにより破損したりしないよう、安全な場

所に保管する。開封後は封をして保管する。 

      混合接触させて：酸化剤、還元剤、過酸化物、強酸、強アルカリ 等 

      はならない化学 

物質等 

保管条件   ：火気、高温、多湿、水漏れ、直射日光を避け、常温にて屋内倉庫（40℃

以上、0℃以下にならない場所）に保管する。 

        開封後は封をして保管する。 

      容器包装材料 ：製品の充電された容器にて保管する。 

 

８．暴露防止及び保護措置 

  管理濃度       ：設定されていない [日本産業衛生学会、ＡＣＧＩＨ] 

  許容濃度       ：設定されていない [日本産業衛生学会、ＡＣＧＩＨ] 

  設備装置       ：局所排気装置、全体換気装置 

（特に加熱等により蒸気やミストが発生する場合） 

  保護具        ：保護マスク、保護手袋、保護眼鏡、ゴム靴 等 

 

９．物理的及び化学的性質 

  物理的状態      ：液体 

  密度         ：約1.06ｇ/cc 

  色          ：紺色 

  粘度         ：2.0～8.0mPa･s(at20℃) 

  ＰＨ         ：7.5～9.5 

  溶解性        ：水に任意に混和 

  可燃性        ：水分蒸発後、可燃 

沸点         ：100℃ 

 

10．安定性及び反応性 

  安定性・反応性    ：通常の取扱条件においては安定である。 

危険有害な分解生成物 ：燃焼時には一酸化炭素、二酸化炭素、窒素酸化物などの有害ガスが発 

生する。 

  避けるべき材料    ：酸化剤、還元剤、過酸化物、強酸、強アルカリ 等 
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11．有害性情報 

  刺激性        ：皮膚腐食性/刺激性 ： データなし 

              眼に対する損傷性/刺激性： データなし 

  感作性        ：データなし 

  急性毒性       ：データなし 

  慢性毒性       ：データなし 

  変異原性       ：データなし 

  がん原性       ：データなし 

               成分について、ＩＡＲＣ、ＮＴＰ、ＥＵ、日本産業衛生学会共に発

がん性物質として記載されていない。 

 

12．環境影響情報 

  分解性        ：本製品の測定データはありませんが、類以製品のデータから推察して

「生分解性は低い又は難分解性」と考えられます。 

  生体蓄積性      ：データなし 

  生態毒性       ：データなし 

 

13．廃棄上の注意 

残余廃棄物      ：水で希釈し凝集沈澱、活性汚泥処理等の適切な処理を行う。 

            また、焼却処理する場合は、分解によりガスが発生するので、注意し

ながらスクラバーを具備した焼却炉で少量ずつ燃焼させる。 

内容を明確にした上で産業廃棄物処理業者に委託する。 

国や都道府県及び市町村の法規・条例による廃棄の規制に従って廃棄

処理を行う。産業廃棄物処理業者についてはお近くの弊社営業所、事

務所にお問い合わせ下さい。 

 

14．輸送上の注意 

  安全対策及び条件   ：運搬に際しては容器に漏れがないことを確かめ、転倒・落下・損傷が

起きないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。 

  国連分類       ：国連の定義による危険物に該当しない。 

 

15．適用法令 

  以下のいずれの法令に該当しない。 

  火薬類取締法、高圧ガス保安法、消防法、化審法、労働安全衛生法、毒物及び劇物取締り法、    

船舶安全法、特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（ＰＲ

ＴＲ法）には該当しない。 

 

  このＭＳＤＳの「取り扱い及び保管上の注意、暴露防止及び保護措置、応急処置」等の項をよく

読んで取り扱いには十分注意して下さい。 
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16．その他の情報 

   注意：危険、有害性の評価につきましては、現時点で入手できた資料、情報、データに基づい

て作成しておりますが、必ずしも充分でありませんので、取扱いにつきましては充分注

意して下さい。 
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